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i7C-Series 

Evaluation Kit Manual for i7C Non-Isolated DC-DC Series 

評価ボード TDK-Lambda 

取扱説明書 
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1 概要 

この評価ボードは、製品の特性と機能をすばやく簡単に評価するためのツールとして設計しております。 

当社オンボードタイプの DC-DC コンバータをご使用いただくためには、お客様にて実装基板と外付け部品を用意いただ

く必要がありますが、本評価ボードは i7C シリーズを動作させるための必要な外付け部品を実装した評価用の基板とな

っており、お客様使用環境で動作確認が行えるようにしております。 

最終的な設計と評価については、お客様にて設計されました実機にて十分に動作のご確認をお願いいたします。 

 

1.1 使用上の注意事項 

 本評価ボードは、i7C シリーズの動作を簡易的に確認を行うために設計しております。 

従いまして、電気特性・安全性・信頼性及び EMI 特性を考慮した基板設計ではございませんので、

評価の際にはご注意ください。 

 入力電圧、出力電流、出力電力、温度ディレーティングは、i7C シリーズの仕様規格内でご使用くださ

い。仕様規格外でのご使用は、製品の破損を招きます。詳細は、i7C シリーズのテクニカルデータ(仕様

規格書/取扱説明書)を参照してください。 

 発煙・異臭・異音などの異常状態のまま使用しないで下さい。 

 通電中は、顔や手を近づけないで下さい。不足の事態により、けがをする恐れがあります。 

 通電中や電源を切った直後は、評価ボードおよび電源内部には高電圧及び高温の箇所がありますの

で、触れないで下さい。触れると感電や火傷の恐れがあります。 

2 外観図 

 
 

図 2-1 外観図 

-Vin 

+Vin 

-Vout 

+Vout 

ON/OFF スイッチ 

出力可変抵抗 



i7C Evaluation Board Manual 

 TDK-Lambda  page 4 of 9 

3 取り扱い説明 

3.1 端子説明 

各部の端子説明は以下の通りです。 

 

 

 
 

 

図 3-1 端子説明 

Test Point Description Test Point Description 

TP1 Vin(-)/GND TP6 GND 

TP2 Vin(+) TP7 SYNC 

(Frequency Synchronization) 

TP3 Vout(-)/GND TP8 Power Good 

TP4 Vout(+) TP9 +Sensing 

TP5 I_MON 

(Output Current Monitor) 

TP10 +Vout 
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3.2 入力電圧範囲 

入力電圧範囲は下記のとおりです。 

規定範囲を超えての電圧印加は破損を招く恐れがありますので、お避け下さい。 

 

i7C4W012A050V : 9 ~ 53VDC 

i7C4W008A120V : 9 ~ 53VDC 

 

許容出力電流値は、昇圧モード中の入力電圧と出力電圧の組み合わせによって制限されます。 

また、許容出力電流値以上の電流が流れますと、出力電圧が低下し電源の破損に至る可能性がありますのでご

注意ください。 

 

表 3-1 入力電圧と出力電圧 対 許容出力電流ディレーティング 

 

 
表 3-２ 入力電圧 対 出力電圧ディレーティング 
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3.3 出力電圧可変範囲 

i7C シリーズの出力電圧は、下記の範囲内で可変することができます。 

出力電圧可変範囲 i7C4W012A050V : 5.0V ~ 28V 

i7C4W008A120V : 9.6V ~ 48V 

 

i7C シリーズの出力電圧を可変する場合は、出力可変抵抗で調整してください。時計回りに回すと電圧が減少し、

反時計回りに回すと電圧が上昇します。 

なお、出力可変抵抗による可変方法の詳細については、取扱説明書を参照してください。 

 

図 3-2 出力電圧可変ボリュームリモート ON/OFF コントロール 

スイッチを使用することで、出力電圧の ON/OFF 制御ができます。 

 

図 3-3 i7C ON/OFF スイッチ 

3.4 出力ディレーティング 

本評価ボード周囲に熱がこもらぬよう空気の対流を十分考慮の上、ご使用ください。 

周囲温度が高い場合は、出力電力のディレーティングが必要になりますのでご注意ください。 

i7C シリーズの出力ディレーティングの測定方法および、出力ディレーティングカーブについては、テクニカルデータ取扱

説明書の出力ディレーティングの測定方法を参照してください。 

 

図 3-4 温度測定ポイント 

i7C シリーズ 

ON/OFF スイッチ 

OFF 

i7C シリーズ 

可変ボリューム 

ON 
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4 部品配置図 

部品配置図を図 4-1 に示します。 

 

 
図 4-1 部品配置図 
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5 接続図 

接続図を図 5-1 に示します。 

 

※C6/C7/C8, C101/C102/C103/C104, C108/C109 は裏面に実装 

図 5-1 接続図 
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6 部品表 

使用部品を表 6-1 に示します。 

表 6-1 使用部品表 

 

Symbol Product type Item Description Note
F1 Fuse 3413.0332.22 25A 63VDC
F1 Fuse Omit
D1 Diode Omit 逆接続保護ダイオード
D2 Diode Omit 逆流保護ダイオード
PC1 Photo coupler Omit 外部コントロール用
L1 Normal　Choke Omit EMI用
L2 Common Choke Omit EMI用
C1,C2,C3 Ceramic Cap. Omit EMI用
C4 Electrolytic Cap. EKYA630ELL121 63V, 120uF, 10x16
C5 Electrolytic Cap. EKYA630ELL121 63V, 120uF, 10x16
C6,C7,C8 Ceramic Cap. C3216X7R1H106 50V, 10uF
C11 Ceramic Cap. C1608X7R1H472 50V, 4700pF
C12 Ceramic Cap. Omit カレントモニター用
R1 Res., Chip RK73H1JTTD103 10kohm
R2 Res., Chip RK73Z1JTTD Sync機能未使用時
R3 Res., Chip Omit カレントモニター用
R4 Res., Chip Omit カレントモニター用
C101 Ceramic Cap. C3216X7R1H106 50V, 10uF
C102 Ceramic Cap. C3216X7R1H106 50V, 10uF
C103 Ceramic Cap. C3216X7R1H106 50V, 10uF
C104 Ceramic Cap. C3216X7R1H106 50V, 10uF
C105 Electrolytic Cap. EKYA630ELL121 63V, 120uF, 10x16
C106 Electrolytic Cap. EKYA630ELL121 63V, 120uF, 10x16
C107 Electrolytic Cap. EKYA630ELL121 63V, 120uF, 10x16
C108 Ceramic Cap. C3216X7R1H106 50V, 10uF
C109 Ceramic Cap. C3216C0G2J102 630V, 1000pF
J1 Res., Chip TLRZ2BTTD 50A, 0.2mΩmax.
J2 Res., Chip TLRZ2BTTD 50A, 0.2mΩmax.
J3 Res., Chip TLRZ2BTTD 50A, 0.2mΩmax.
R101 Res., Chip RK73Z1JTTD Jumper
R102 Res., Chip Omit
R103 Res., Chip Omit
R104 Res., Chip RK73Z1JTTD Jumper
S1 Toggle Switches
TRM101 Potentionmeter 取扱説明書参照


